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研究成果の概要（和文）： 
 近年の日本企業において多発している事故や不祥事を，高信頼性組織(High Reliability 
Organization: HRO)の観点から調査・研究することを目的に行われた。ICT 企業，コメディカ
ル分野，製造業のサプライチェーンを対象に，その信頼性の源泉・条件について，インタビュ
ー調査やアンケート調査を通して明らかにするとともに，今後の高信頼性組織のあり方につい
て検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Recently organizational accidents and corporate scandals occur frequently in Japan. 
We investigated the essence of these accidents and scandals using the perspective of High 
Reliability Organization (HRO). Through the research for ICT corporations, co-medical 
fields and manufacturing supply chains, we showed the resources and conditions of the 
HRO. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年，日本企業において多発している事故
や不祥事は，現代社会に生きるわれわれの生
活を脅かすに至り、まさしく緊急かつ優先的
に解決していかなければならないものとな
っている。従来の研究では，現代の高度に発
達した科学技術社会において事故は避けら
れないとするノーマル･アクシデント理論，
そして，個人の認知・行動の限界からミスや
エラーが発生するというヒューマン・エラー

分析という 2つの事故・エラー研究を基に展
開されてきた。これらの研究では，失敗の原
因分析を｢技術的要因｣もしくは｢個人的要
因｣のどちらか一方からのみ行ってきたが，
これらの要因から生ずるエラーや事故の背
景には「組織的要因」が存在しており，この
「組織的要因」を理解しなければ，エラーや
事故の本質は理解できないとする研究が現
れてきた。それが「高信頼性組織 (High 
Reliability Organization: HRO」の研究で
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ある。このような事故・不祥事の分析におけ
る研究焦点の移行，つまり｢技術的要因｣，｢個
人的要因｣から｢組織的要因｣へという移行は，
研究面で大きな意味があるだけでなく，実践
的にも高い有効性を持つことになる。高信頼
性組織の研究では，事故・不祥事を未然に防
ぎ，そしてまた，事故が起きた場合には，迅
速で確実な鎮火を可能とし，高い安全性・信
頼性を誇ることのできる組織となるために
は何をするべきかについて明らかにするこ
とができ，現代社会において由々しき事態と
なっている組織の事故・不祥事問題に対し，
現実的な解答を導き出すことになるのであ
る。 
 
 
２．研究の目的 

上記のような分析焦点の移行は，まず，事
故や不祥事の原因をより構造的かつ根源的
な要因に求めるものへと研究が進展してい
くことを意味している。さらには，分析対象
の可視性が高く，調査しやすいものから，よ
り可視性の低い，調査のしにくいものへと
徐々に進展し，研究範囲が拡大してきたこと
を意味する。従って，こうした研究の流れを
汲む本研究プロジェクトは，理論的にも実践
的にもこれまでのような対症療法的な事
故・不祥事防止策ではなく，より本質的な形
で高い信頼性を誇る組織になるための方向
性を明らかにしていくことを目的とする。そ
して，様々な調査・研究を行い，高い安全性・
信頼性を確保できる組織とはどのような存
在なのかという具体的要件を高信頼性組織
の理論に基づいて整理・統合を行うとともに，
対象となった業種・業界に対するフィードバ
ックを確実に実施することにより，実践的に
も理論的にも有用な研究を提示していく。 
 
 
３．研究の方法 
(1) HRO 関連および対象業界についての文
献・資料調査 
 HRO 研究において、本研究プロジェクトの
関連領域である企業倫理との関係なども含
め，グローバルな視点からの最先端の情報を
常に求めるために，海外の研究記事や雑誌，
書籍を調査し，その有効性と限界について議
論した。また，対象とする業界についてより
深い理解を得るために，関連資料・記事等も
広く収集・分析し，他の調査結果の分析にも
反映させてきた。 
(2）従業員やステークホルダーを対象とした
アンケート調査 
 先行調査の結果を総合してより妥当性の
あるフレームワークを構築するとともに，こ
れまでの質問項目を整理・再構築し，新たに
Web ベース調査，および，企業研修等での紙

ベースでの調査を行った。分析手法としては、
従来の統計的手法（因子分析、重回帰分析、
共分散構造分析等）のみならず，われわれが
想定しにくい回答者の認知構造を明らかに
するために，データマイニングの手法も用い
た。 
(3) 信頼性の維持に従事する担当者やマネ
ジャーに対するインタビュー調査 
ICT 企業のオペレーションやエネルギー業

界のコントロールセンターなど組織の信頼
性を支える現場の担当者やマネジャーに対
してインタビュー調査を行ってきた。特に独
自な方法論として，ストーリーテリングの視
点から見た独自のインタビューの手法を構
築しており、これを活用した。収集したイン
タビューデータについては、内容分析・テキ
ストマイニングによって深層を明らかにし
てきた。 
 
 
４．研究成果 
 (1)については、これまでの HRO 研究の主
要文献について各メンバーで整理・分析を行
なってきた。特に，今後の研究プロジェクト
において重要な文献として考える Roe and 
Schulman (2008) の High Reliability 
Management: Operating on the Edge の翻訳
を行った。組織の高信頼性が殊更に求められ
る電力業界において，マネジリアルな視点か
ら論じてあり，非常に示唆に富むものであっ
た。さらには，HRO 論文を特集した Human 
Relations,No.62,Vo.9.(2009)を研究メンバ
ーで抄訳発表し，最新の HRO の理論，研究に
ついて徹底的にディスカッションを行った。
HRO 研究萌芽の契機となったノーマルアクシ
デント理論にまつわる論争や，HRO 研究の第
一人者である Sutcliffeが新たに展開させた
理論等について知見を得ることができ，また，
それらについて議論した。 
 (2)については、職場状況とオペレーショ
ンの信頼性の関連を調査するために行われ
た①看護師等のコメディカル(58 質問項目)，
②製造業のサプライチェーン従事者(82 質問
項目)のアンケート結果をまとめた。両者に
おいて，職場状況の様々な要素が実際のオペ
レーションの信頼性に大きく影響すること
が明らかにされたが，特に人命を扱うコメデ
ィカルにおいては，オペレーションの信頼性
が非常に重要視されていることがわかった。
この研究成果は，2011 年の秋に開催される経
営情報学会秋季全国大会にて報告を行う予
定である。 
 (3)については，情報通信大手企業の協力を
得て，信頼性の維持に従事する担当者および
マネジャーに対するインタビュー調査を行
った。これは「ストーリーテリングと組織の
リアリティ」についての研究で，情報インフ



 

 

ラを保守するという高信頼性が求められる
組織において，人々の語りであるストーリー
テリングによって，それがどのように構築さ
れ，また高められていくのかを，内容分析お
よびテキストマイニングを通して明らかに
した。現場での情報共有や失敗からの学習の
手段として，ストーリーテリングが用いられ
ていることは当初より想定されていたが，こ
の「物語（ストーリー）」を通して伝えるこ
とは，文字として記録やデータベースに残る
もの以上に，ストーリーの聞き手の心に響き
やすいということは大きな発見であった。
人々は，ストーリーテリングを通してリアリ
ティ（現実）の定義を行っていたのである。
この研究成果は，2010 年 6月に行われた経営
情報学会春季全国大会にて報告を行った。
HRO 研究にストーリーテリングの視点を導入
した研究はこれまでになく，独創的な研究を
行うことができた。 
 このように，本研究では，日本ではまだ比
較的馴染みの薄い「高信頼性組織」という概
念について，最新の研究をつぶさに精査し，
そしてまた，日本の様々な「高信頼性」が求
められる企業・組織を対象に調査を行ってき
た。いみじくも，2011 年 3 月 11 日に起きた
東日本大震災，ならびに東京電力福島第一原
発事故は，逆説的にではあるが,組織に高信
頼性が求められることをわれわれに強く認
識させることになった。従って，本プロジェ
クトが行ってきた HRO研究の意義はとてつも
なく大きい。 
 今後の展望としては，本研究プロジェクト
によって，さらに HRO に関する研究を展開さ
せ，殊更に高信頼性が求められるエネルギー
産業，ICT 業界，医療機関，さらには，我が
国における様々な基幹産業へ HRO概念の浸透
を図っていきたいと考えている。そのために
は，HRO に求められる条件，いかなるプロセ
スを以て HRO が確立されていくのか，また，
安全性・信頼性とコスト・効率性のバランス
の問題等について，研究を進めていかなけれ
ばならないと考えている。 
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